
（
認
定
の
有
効
期
間
等
）

（
認
定
の
有
効
期
間
等
）

第
七
十
七
条
の
七

（
略
）

第
七
十
七
条
の
七

（
略
）

前
項
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
前
六
月
以
内
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
更
新
申
請
期
間
」
と
い
う
。）に
、
船
員
手
帳
及
び
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ

か
に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
提
示
し
て
、
第
二
十
二
号
の
五
書
式
に
よ
る
申
請
書
を
地
方
運
輸
局
の

事
務
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
更
新
申
請
期
間
の
全
期
間
を
通
じ
て
本
邦
以
外
の
地

に
滞
在
す
る
こ
と
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
期
間
に
そ
の
提
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

き
は
、
当
該
期
間
前
に
そ
の
提
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
項
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
前
六
月
以
内
（
以
下

こ
の
項
に
お
い
て
「
更
新
申
請
期
間
」
と
い
う
。）に
、
船
員
手
帳
及
び
次
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か

に
適
合
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
提
示
し
て
、
第
二
十
二
号
の
五
書
式
に
よ
る
申
請
書
を
地
方
運
輸
局
の
事

務
所
の
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
更
新
申
請
期
間
の
全
期
間
を
通
じ
て
本
邦
以
外
の
地
に

滞
在
す
る
こ
と
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
当
該
期
間
に
そ
の
提
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

は
、
当
該
期
間
前
に
そ
の
提
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

前
二
項
の
規
定
は
、
第
七
十
七
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
第
十
号
表

の
危
険
物
等
取
扱
責
任
者
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
新
設
）

地
方
運
輸
局
の
事
務
所
の
長
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
第
九
号
表
上

欄
に
掲
げ
る
危
険
物
等
取
扱
責
任
者
の
資
格
の
区
分
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合

す
る
者
に
つ
い
て
、
第
一
項
の
有
効
期
間
の
更
新
を
行
う
。

地
方
運
輸
局
の
事
務
所
の
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
第
九
号
表
上
欄

に
掲
げ
る
危
険
物
等
取
扱
責
任
者
の
資
格
の
区
分
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す

る
者
に
つ
い
て
、
第
一
項
の
有
効
期
間
の
更
新
を
行
う
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

地
方
運
輸
局
の
事
務
所
の
長
は
、
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
の
提
出
が
あ

つ
た
と
き
は
、
第
十
号
表
上
欄
に
掲
げ
る
危
険
物
等
取
扱
責
任
者
の
資
格
の
区
分
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
要
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
者
に
つ
い
て
、
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
一
項
の
有
効
期
間
の
更
新
を

行
う
。

（
新
設
）

一

当
該
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
以
前
五
年
以
内
に
第
十
号
表
下
欄
に
規
定
す
る
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

二

当
該
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
以
前
五
年
以
内
に
消
火
、
液
化
天
然
ガ
ス
等
燃
料
船
の
安
全
の
確
保
、
海

洋
汚
染
の
防
止
等
に
関
し
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
講
習
の
課
程
を
修
了
し
た
こ

と
。

前
二
項
の
有
効
期
間
の
更
新
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
認
定
の
有
効
期
間
は
、
従
前
の
認
定
の
有
効
期
間
が

満
了
す
る
日
の
翌
日
（
第
二
項
た
だ
し
書（
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
場
合
に
あ
つ
て
は
、

従
前
の
認
定
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
た
日
）
か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

前
項
の
有
効
期
間
の
更
新
が
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
認
定
の
有
効
期
間
は
、
従
前
の
認
定
の
有
効
期
間
が
満

了
す
る
日
の
翌
日
（
第
二
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、従
前
の
認
定
の
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
た
日
）

か
ら
起
算
す
る
も
の
と
す
る
。

地
方
運
輸
局
の
事
務
所
の
長
は
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
た
者
に
対

し
、
そ
の
者
の
船
員
手
帳
に
第
七
十
七
条
の
六
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の

認
定
が
な
お
効
力
を
有
す
る
旨
の
証
印
を
す
る
。

地
方
運
輸
局
の
事
務
所
の
長
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
有
効
期
間
の
更
新
を
受
け
た
者
に
対
し
、
そ
の
者

の
船
員
手
帳
に
第
七
十
七
条
の
六
第
一
項
の
認
定
が
な
お
効
力
を
有
す
る
旨
の
証
印
を
す
る
。

第
七
十
七
条
の
六
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
証
印
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
七
十
七
条
の
六
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
証
印
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
号
表
（
第
七
十
七
条
の
六
、
第
七
十
七
条
の
六
の
二
十
二

第
七
十
七
条
の
六
の
二
十
四
、
第
七
十
七
条
の

七
関
係
）

（
新
設
）

一

甲
種
危
険
物
等
取
扱

責
任
者
（
低
引
火
点
燃

料
）

申
請
日
以
前
五
年
以
内
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
こ
と
。

１

次
の

か
ら

ま
で
に
適
合
す
る
こ
と
。

乙
種
危
険
物
等
取
扱
責
任
者
（
低
引
火
点
燃
料
）
の
資
格
の
認
定
を

し
た
旨
の
証
印
を
受
け
て
い
る
こ
と
。

低
引
火
点
燃
料
船
に
お
い
て
、
船
長
又
は
機
関
部
の
職
員
若
し
く
は

機
関
部
の
部
員
で
あ
つ
て
機
関
部
の
部
員
が
行
う
べ
き
作
業
全
般
に
関

し
責
任
を
有
す
る
職
務
に
一
月
以
上
従
事
し
、
か
つ
、
燃
料
の
補
給
作

業
に
三
回
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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